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【要　旨】

　本研究の目的は，療養病床の現状とその課題に関する研究の動向を整理し，療養病床の役

割と今後の課題について明確にすることである．文献は，医学中央雑誌 We b 版を使用し，「療

養病床」「管理」「看護」をキーワードとし，目的に合致した 3 5 文献について検討した．その

結果，療養病床の現状とその課題についての研究の動向は，施策による療養病床削減策に対

して増加しており，2 0 1 4 年の診療報酬改定で導入された地域包括ケアシステムに関連して突

出していた．これは，療養病床は地域包括ケア体制構築のための重要な地域の役割を担って

いることがわかった．今後の課題は，①療養病床の入院患者の重症度が正しく理解されること，

②療養病床が地域連携体制の核となるような診療報酬上の配慮が必要であること，③施策に

よる入院医療の再編を受け，看護管理者は組織の課題を明確にし，課題解決を担える人材の

育成に取り組む必要があることが見いだされた．
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 1．はじめに

　わが国では，長期入院療養を必要とする高

齢者の受け入れ先について，1 9 8 3 年に特例

許可老人病院の制度化，1 9 9 3 年には療養型

病床群の創設を行い，それに合わせた診療報

酬上の評価を行ってきた．2 0 0 0 年の介護保

険制度導入では，介護療養型から医療施設と

して介護療養と，引き続き医療保険からの支

払いを受ける医療療養に分かれ，2 0 0 1 年の

医療法改正により療養病床が創設された．と

ころが，その後に行われた実態調査で両者の

入院患者の背景に差が見られなかった 1）た

め，2 0 11 年度末での介護療養病床の廃止が

決定した．しかし，廃止・転換は思うように

進まず，一旦は 2 0 1 7 年度末に期限延長され

たが，その後  の実態調査を受けて招集された

「療養病床の在り方に関する特別部会」での
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議論を経て，「地域包括システム強化のため

の 介 護 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律

（2 0 1 7 年法律第 5 2 号）により，慢性期の医

療・介護ニーズへの対応のための介護医療院

が創設されるとともに，介護療養病床等の廃

止が 6 年間延長となった．

　さらに，2 0 1 5 年から都道府県において，

将来の医療提供体制の姿を示す「地域医療構

想」の策定が開始されている．これは，医療

機関が４つの類型の医療機能（高度急性期・

急性期・回復期・慢性期）から選択し 2 0 2 5
年のあるべき病床数を推計し，その実現にむ

けた取り組みを推進していくことである．そ

の中で，慢性期を担う療養病棟の大幅な削減

が計画されている．この計画は，医療区分 1
の 7 0％が入院以外で対応可能であり，療養

病床入院受療率の地域差を 2 0 2 5 年度までに

縮小するという前提で行われている 2）．

　しかし，この「地域医療構想」では療養病

床の不足分について在宅医療を推進している

ものの，超高齢化の中で，現在，療養病床で

治療を受けている高齢患者が療養病床以外で

ケアを受けることができるのか，利用者と

なった患者に対して，医療の供給量は成り立

つのかという疑問が残る．

　このような療養病床を取り巻く大きな動き

の中で，目まぐるしく変化する介護制度や施

策に翻弄されながらケアを提供する療養病床

に焦点を当て，慢性的な人材不足で比較的年

齢層が高く，教育背景も多様でありケア方法

に関して消極的である職員に対して，人材確

保やモチベーションがあがる職場環境の整備

という看護管理上の問題を把握することの必

要性があると考えた．

　なお，看護師と介護職の役割に関する度重

なる法改正では，医療と介護の一体提供を謳

いながら，療養病床を医療療養病床と介護療

養病床にはっきりと区別し，後者を医療から

切り離し，介護施設として明確化する動きが

強まっている．しかし，医療療養病床といえ

ども，介護ニーズのまったくない患者は存在

しない．現場の感覚とすれば，医療保険適用

か介護保険適用かという区分に係らないこと

から，本研究では検討対象を療養病床とし

た．

2．研究の目的

　本研究の目的は，療養病床の現状とその課

題に関する研究の動向を施策・看護の視点か

ら整理し，療養病床の役割と今後の課題につ

いて明確にすることである．

3．研究方法

　本研究は，先行研究 3）4）を参考に以下の

手順とした．

3.1. 用語の定義

　療養病床：2 0 1 8 年度診療報酬改定にて，

療養病床は長期療養区分となり，従来の看護

配置 2 0 対 1 と 2 5 対 1 が統合となった．本

研究では 2 0 0 1 年医療法改正以降の「医療療

養病床」と「介護療養病床」とし，「主とし

て長期にわたり療養を必要とする患者を入院

させるための病床」とする．

3.2. 文献検索方法

　データ収集のためのデータベースは医学中

央雑誌 We b 版　Ve r．5 とした．対象期間は，

医 療 法 改 正 で「 療 養 病 床 」 が 創 設 さ れ た

2 0 0 1 年 1 月から 2 0 1 7 年 1 2 月とした．「療

養病床」「管理」「看護」をキーワードとし

検索すると 5 1 件の原著論文が得られたが，

患者ケアに関するものが半数近く見られたた

め，文献キーワードを「療養病床」a n d「管

理」として検索を行った．

3.3. 分析方法

１）文献の整理・分類と研究動向を把握する
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ために，研究論文の「発表年」「著者と所

属先」「論文テーマ」「研究目的」「研究方法」

「結果」を端的に記述した文献カードを作

成した．カード作成時には，倫理的配慮に

沿って研究がなされているか，目的と結果

は一致しているかを確認した．

２）文献カードの概要から先行研究の動向を

施策と関連づけ，療養病床の現状や問題点

を論述している度合いが把握できるよう，

「研究数と年次推移」「研究内容」で整理し，

検討した．

３）研究内容から，前述した先行研究 3）4）

を 参 考 に「 診 療 報 酬 と 看 護 ケ ア の 実 態 」

「ワーク・モチベーションとキャリア支援」

「医療安全とリスクマネジメント」の 3 項

目について，論点を整理した．

3.4. 倫理的配慮

　文献の著作権を侵害することがないように

留意し，引用は原則として原文を用いた．

4．研究結果

　文献キーワードを「療養病床」a n d「管理」

とした結果，8 1 件の原著論文が得られた．

このうち看護管理に当てはまらないものとして，

疾患関連 2 0 件，薬剤業務や医療安全教育に

関して特化したもの 8 件，感染 1 5 件，褥瘡

7 件など該当しないものを削除し，さらに患

者職員間の信頼関係などの本研究に該当しな

いもの 6 件を除くと 2 5 件であった．また，

療養病床と看護管理に言及した 1 0 文献を含

め，最終的に 3 5 件の文献について検討した．

4.1. 療養病床に関する研究の動向

　発行文献の年次推移を図 1 に示した．

　療養病床と管理に関しての研究は，2 0 0 4
年に 2 件，2 0 0 6 年度の診療報酬・介護報酬

の同時改定時に医療療養に対して医療区分・

A D L 区分による診療報酬上の評価の導入と

介護保険病床の 2 0 11 年度廃止が決定された

翌年 2 0 0 7 年は 2 件であった．この年に併せ

て医療法についても療養病床の看護師及び准

看護師の人員配置基準が 6 対 1 から 4 対 1
以上に引き上げられた．以後 2 0 0 9 年 5 件，

翌年 2 0 1 0 年 3 件と続き，2 0 11 年介護保険

法改正において，介護保険病床の廃止・転換

の 2 0 1 7 年末までの延長決定された翌年の

2 0 1 2 年以降毎年発表されていた．中でも，

2 0 1 3 年 4 件，2 0 1 4 年の 8 件は，「地域にお

ける医療および介護の総合的な確保を推進す

るための関係法律の整備等に関する法律」が

成立し，地域包括ケアシステムの構築と病床

機能報告の運用が開始され，療養病床は慢性

期を担うものとして位置づけられた年であ

る．そして，2 0 1 7 年の「地域包括ケアシス

テム強化のための介護保険法の一部改正法」

により介護医療院創設や介護療養病床がさら

に 6 年延長となった年は 5 件と目立ってい

た．

　研究方法は量的研究が 2 8 件と質的研究 7
件を圧倒的に上回っていた．
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図１　発行文献の年次推移
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4.2. 研究内容の分類

　研究内容から，「診療報酬と看護ケアの実

態」「ワーク・モチベーションとキャリア支

援」「医療安全とリスクマネジメント」の 3
項目について，論点を整理した．研究内容を

分類した結果を表 1 に示す．「診療報酬と看

護ケアの実態」が 1 9 件，「ワーク・モチベー

ションとキャリア支援」が 1 0 件，「医療安

全とリスクマネジメント」が 6 件であった．

　なお，文献の説明について， [ 番号 ] で示

す数字は巻末に示した文献番号である．

4.2.1. 診療報酬と看護ケアの実態

　療養病床削減策が診療報酬に与える影響を

示したものは［11］であり，改善例としては，

地域医療連携の職員が病床管理回診に同行す

ることで，病床回転率が改善されたもの［5］，

医療・介護保険制度改正に対応して入院患者

の給食経営管理を見直すことができた事例

［6］ が あ っ た． ま た， 問 題 提 起 と し て は，

後期高齢者の入院医療費の地域差に医療費要

素が与える影響を示したもの［3 0］や，療

養病床再編に伴い，長期療養高齢者の課題及

び高齢者医療の必要性と人材育成の状況を明

らかにしたもの［9］，医療制度改革におけ

る看護ケアの変化［1 2］や看護師や医療従

事者の業務に関する認識とストレス対処力と

の関連［1 3］を示すものであった．

　看護ケアを示したものは，療養病床におけ

る看護ケア全体の実施状況［1 0］から緩和

ケアの実態［3 1］，口腔ケア［8］清潔ケア

［2 9］［1 8］，褥瘡［7］［2 0］内服管理［2 4］

であった．また他病床から療養病床に転入と

なった患者に対してのケアに対する文献［1］

［2 3］や療養病床での看護活動の在り方［2 7］

［1 0］，患者家族による看護活動への理解の

必要性も示されていた［3 5］．

4.2.2． ワーク・モチベーションとキャリア

支援について

療養病床に勤務する看護職の職務満足に関す

るもの［1 5］［1 9］［2 2］や，仕事に対する

モチベーションと管理者に対する期待［3 2］

［3 3］が示されていた．また一般病棟から療

養病床へ異動になった看護師の体験［2 8］

も示していた．

　キャリア支援に関しては，一般病院との比

較［1 6］やキャリアアイデンティティが管

理上の有用な指標となるかを検討したもの

［3］，臨床看護師の学習ニードと環境要因

［1 4］や看護師育成のための管理者が捉える

現状と課題［3 4］が示されていた．

4.2.3. 医療安全とリスクマネジメント

　患者誤認防止のリストバンド装着に関して

限定したもの［2 6］，身体拘束や転倒・転落

に関するもの［2］［4］や感染管理に関する

管理者への実態調査［1 7］があった．また

医療安全の病院で取り組みの実態調査［2 1］

［2 5］が示されていた．

    
1  19 1,5,6,7,8,9,10,11,12,13,18,20,23,24,27 

29,30,31,35 
2  

 
10 3,14,15,16,19,22,28,32,33,34 

3  
 

6 2,4,17,21,25,26, 

表 1　　内容の分類
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 5．考察

5.1. 療養病床の現状とその課題についての

研究の動向

　「療養型病床群」は，「介護療養病床」と「医

療療養病床」に分けて，それぞれの保険制度

に基づいて運営・管理されている．しかし，

両病床に入院する患者はいずれも高齢の慢性

疾患罹患患者である．これは，実態調査でも

両者の入院患者の背景に差がみられなかった

ことからも明らかである 5）．その軽量の度合

い（重症度）はともかく，2 0 0 0 年の介護保

険制度発足時に厚生労働省はこの両保険病床

それぞれの運営に対する理念や目的を明確に

はしていなかった．そして，療養病床の廃止

が 2 0 11 年度末で決定となったが 6），廃止・

転換は思うように進まず，期限は一旦 2 0 1 7
年度末に延長となった．

　転換がうまくいかなかった背景には，日常

的な医学管理が必要な重介護者や看取り・終

末期医療を必要とする人［3 1］の受け皿不

足 7）が考えられる．特に人口密度の低い地

域は顕著であった［９］．そこで，介護療養

病床が担ってきた役割に「生活施設」機能を

付加 8）し，地域の実情に合わせて慢性期医

療や介護の需要に応えようと考え出されたの

が「介護医療院」であると考える．

5.2. 診療報酬と看護ケアの実態

　実施された実態調査においては，上述して

いるように，医療療養病床と介護療養病床と

で医療の必要性の高い者と低い者が混在し，

医療保険と介護保険の役割分担が課題となっ

たことが背景となって，実際に診療報酬点数

にも現れていた 9）．

　2 0 1 6 年診療報酬改定においては，入院に

係る診療報酬体系全体が見直される中で，病

床機能ごとの患者像に応じた入院医療の評価

についても一定の見直しが行われた 10）．

　この中で，療養病床入院基本料における評

価体系については，現行の医療区分および

A D L 区分では重篤な患者や手間のかかる患

者に対する十分な報酬の上の評価がなされて

いないという指摘もあり 11），今後もさらに患

者の状況を反映した精緻な報酬体系を目指す

べきである．

　確かに，わが国の入院受療率には大きな地

域差があり［3 0］，改善すべき点があること

は否めない．しかし，それは医療全体の提供

体制には社会的・地域的な差があり［11］，

療養病床の存在を否定するものではないと考

える．複数の慢性疾患や認知症を持つ高齢患

者の入院治療［8］［2 4］［3 5］や看取りを

療養病床以外で確保すること 12）は困難であ

るだろう．

　問題であると考えるのは，療養病床が持つ

「地域の慢性期医療や介護を核とした複合的

なケアの拠点役割」を十分に発揮することが

できない現在の診療報酬体系にある［1 3］．

具体的に言えば，療養病床の看護活動の在り

方［1 0］［1 8］［2 7］［2 9］や他の医療機関

との連携が原則として認められておらず，そ

れを行えば減算対象となることである．これ

は，他病床から療養病床に転入となった患者

に対してのケアに対する文献［1］［2 3］で

も職員が戸惑いを示していることから明確で

ある．地域の療養病床を拠点として，複雑な

疾患や介護のニーズを持つ高齢患者に対し，

難病や神経内科のような個々に必要な専門的

な医療を後付けで在宅と連携する形で受ける

ことが出来れば，療養病床が在宅医療との連

続性をもって地域包括ケアの拠点となること

が可能である．特に，医療や介護の資源が不

足している地域では，こうした療養病床を持

つ病院に訪問看護・介護ステーションなどを

併設することが，地域包括ケアのネットワー

ク構築のための現実的な対応になると考える．

　療養病床は，地域包括ケアの体制を実現す

る上で重要な地域にとっての資源である．そ

の意義が認められ，地域医療構想や地域包括
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ケアに反映されることを望む．

5.3. ワーク・モチベーションとキャリア支

援について

　療養病床の入院患者は認知症等で意思の疎

通が困難な寝たきりの高齢者が多数を占めて

いる．このような現状の中で働く職員の年齢

層は比較的高く，職種によっては学歴やその

教育背景も多様である［1 4］．療養病床に入

院している患者は，全身状態の急激な悪化は

少ないが，顕著な回復も見られない．文献か

らも療養病床へ異動となった看護師は職場に

対してマイナスイメージを抱いていた［1 9］

［2 2］［2 8］．このような状況下でのキャリ

ア成熟には，進む方向を自己で切り開いてい

くことが必要となるであろう［1 6］が，職

員は一般病棟の職員に比べて新しい知識の習

得や当該分野の看護実践能力のさらなる洗練

を図ることには消極的であった．

　看護職と介護職の仕事に関する調査では，

介護職が看護職よりも利用者との関わりを通

じて仕事のモチベーションが上がるという報

告 13）があり，外来看護師の仕事のモチベー

ションの向上には，患者との関わりや自己実

現などが影響していることが明らかになって

いる 14）．また，看護の仕事がスムーズに進ん

でいるときや患者や上司などに褒められた時

も同様であった 15）．さらに，モチベーション

理論に基づき職員の満足と不満足の要因を調

査した研究 16）では，全年代での看護師の仕

事における満足要因は「承認」「達成」が上

位を占め，「承認」の不満足と「仕事自体」

への満足は，ベテランの看護師で高値であった．

　日本看護協会が「2 0 1 7 年病院看護実態調

査」 17）を実施した結果によると，2 0 2 5 年に

向け，自院が役割を果たすための看護管理上

の課題として，「病院の役割に即した人材育

成」が 7 8．1 ％と最も多く，次いで「看護

職員のモチベーションの維持」の 7 1．4％，

となっていた．このように将来的な自院の役

割を見据え，人材育成に課題を抱えている看

護管理者が多い．超高齢社会における医療・

福祉政策の過渡期は，所属組織を取り巻く内

外環境が変化している時である．看護管理者

には自院の組織分析に立脚した課題の明確化

とその課題を着実に解決する看護管理の技量

が求められる．同時に，変化の時代を担う人

材の育成が急務である．看護職員のワーク・

モチベーションに関わる要因を個人と組織の

両面から調査していくことが今後の検討課題

と言える．

5.4. 医療安全とリスクマネジメント

　診療報酬改定のたびに見直される「重症

度，医療・看護必要度」は 2 0 1 8 年度の診療

報酬改定でも評価項目や該当患者の基準が一

部見直しとなった．

　「診療・療養上の指示が通じる」「危険行動」

の基準の追加は，高齢化に伴って一般病棟で

も増加している認知症やせん妄のある患者へ

の対応をより評価する狙いがあると考える．

本研究でも 2 0 0 4 年では拘束時の判断［2］，

2 0 0 7 年転倒転落要因の分析［4］，そして感

染対策［1 7］や 2 0 1 4 年には重大な医療事

故 や 医 療 安 全 管 理 者 の 配 置 等 と 実 態 調 査

［2 1］［2 5］［2 6］へと医療安全に対し重み

を増している．本来，2 0 1 6 年度改定で新し

く加えられた評価項目であり，認知症・せん

妄への対応を一歩進めた形である．逆に重症

患者の割合に関する基準はやや引き上げられ

ている．

　厚生労働省の調査 18）によると．急性期病

院で認知症のある患者は約 1 3％である．こ

のうち，B P S D（認知症による行動・心理症

状）が見られる患者は 4 0％に上り，せん妄

症状（術後以外）も 2．7％の患者で確認さ

れている．つまり，認知症や B P S D，せん

妄の症状がある入院患者は症状のない患者と

比較して，より密度の高い医療・ケアを必要

としていることが理解できる．
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　2 0 1 8 年の診療報酬改定では，看護師の負

担軽減対策が加わった「身体拘束の要件」が

新たに追加され，夜勤看護師や看護補助者を

手厚く配置する病院に対する評価が充実され

ている．これは，前回の改定での予想した効

果が得られなかったためであると考える．

6．研究の限界

　本研究はわが国における看護領域における

療養病床の現状と課題を整理した．社会保障

の枠組みの転換期の今，療養病床の役割は目

まぐるしく変化しており，医療療養病床と廃

止が予定されている介護療養病床との現状や

問題は異なる可能性がある．

7．結論

　文献検討により，看護領域における療養病

床の役割と今後の課題について以下のことが

明らかになった．

１）療養病床の現状とその課題についての研

究の動向は施策による療養病床削減策に対

して増加していた．特に 2 0 1 4 年は診療報

酬改定で導入された地域包括ケアシステム

に関連して文献数は突出していた．

２）療養病床は地域包括ケア体制構築のため

の重要な役割を担っている．

３）療養病床の入院患者の重症度は正しく理

解される必要がある．

４）療養病床が地域の連携体制の核となるよ

うな診療報酬上の配慮が必要である．

５）施策による入院医療の再編を受け，看護

管理者は組織の課題を明確にし，課題解決

を担える人材育成に取り組む必要がある．  
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